
  

あなたのアイデアとチカラで、橘地区をもっと素敵なまちに！ 

思いをカタチにしてみませんか？ 
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あなたの企画が地域と人をつなぎます！ 
 

   

川崎市教育委員会では、地域や社会全体がもつ課題やこんな“まち”になったら 

いいなという思いを、みんなで共有し互いに学びあうことで、解決や実現をめざす 

事業を実施しています。それが、市民自主学級・市民自主企画事業です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いずれの事業も、市民のみなさんが中心となって、安心して企画・運営を進められる

よう、プラザ橘職員がしっかりサポートします。 

人と人をつなぐ“学びの場”を市民のみなさんとプラザ橘が手を携えてつくっていき

ます。 

 

 

“企画案”が実施事業として選考された場合 
 

 

 

 

 

 ステップ １ 企画案の選考結果が郵送されます。 

 ステップ ２ プラザ橘職員と一緒に企画案をさらに具体化します。 

 ステップ ３ 川崎市と委託契約を締結し、委託料を受領します。 

ステップ ４ チラシを作成し、参加者を募集します。 

 ステップ ５ 事業を 開催 します。 

 ステップ ６ 実施報告を行います。  

 

市民自主学級 

同じ参加者が、月に１回程度以上の頻度

で、継続的に、１回２時間を目安として

短期間(５～９回)または長期間(10～

15 回)学習します。続けることで、考え

を深めていくことができる学びの形態

が「学級」です。 

市民自主企画事業 

発表会、展示会、シンポジウム、フォー

ラム、鑑賞会、マップ作成、調査研究な

ど、自由な形式で学習の場をつくります。

参加者を毎回募集でき、フリースペース

形式は通年で開催できます。 

 



 

具体的なタイムスケジュール 
 

 ＊以下、市民自主学級・市民自主企画事業を「学級･事業」と記します。 

※高津市民館への提案をご希望の場合は、高津市民館の募集案内をご覧ください。 

 事前説明  

●プラザ橘にて、企画提案に向けての説明をします。 

会 場：プラザ橘 会議室 

日 時：随時 

 ※参加の方は、個別説明を設けますので、ご相談ください。 

 企画提案書の作成  

●企画提案書を書く段階から、職員も一緒になって考えます。 
 プラザ橘の職員に、お気軽にご相談ください。 

※パソコン「ワード」用データをご希望の方は、プラザ橘のメール 

アドレスにご連絡いただければ、折り返しデータをお送りします。 

 企画提案書の提出 １月２０日(金)まで  

●１月６日(金)～２０日(金)１７：００の期間にご提出ください。 

●企画書の提出は、直接来館、メール、郵送【必着】で。 

企画提案書を提出なさる前に、一度は必ずご相談に 

お越しください。（説明会時の相談も含めます。） 

≪ご注意ください≫ 

事前相談のないままご提出いただいた場合は、提案要件を満たして

いても、受付できないことがあります。 

 企画提案会に出席 ２月２５日（土）  

●企画内容のご説明は、提案されたご本人もしくはグループの方から
行っていただきます。万が一欠席された場合は、提案辞退とみなさ
れますので、ご注意ください。 

         会 場：高津市民館橘分館 ２階 第３・４学習室 

時 間：１５：００～１６：００（予定） 

  選考  

               企画提案会終了後、社会教育委員会議高津市民館専門

部会の意見に基づき、プラザ橘で実施する事業を決定

します。結果は後日、郵送でお知らせします。        

選考結果の通知 

 

 

 

 

 



 

令和４年度に生まれた、様々な 
 

～ プラザ橘で実施した学級・事業をご紹介します！ ～ 

市
民
自
主
学
級 

✤おとなのおはなしかい✤ 

絵本や紙芝居等様々なジャンルの「おはなし」を題材として、その本の背景・

感想・考え方などについて、講師や受講者同士での意見交換を通じて、新しい

分野を知ることや挑戦するきっかけ作りの機会としたいと考えています。また

コミュニケーションを図ることで、お互いを認め合える仲間づくりにつながる

ことを目指します。 

 

市
民
自
主
企
画
事
業 

✤こども体験隊✤ 

 橘地区周辺の様々な学校・学年の子どもたちが、先輩やボランティアスタッ

フと共に、共通した目標に向かって継続的な活動を通して、人と人とのつなが

りを感じ取れる体験活動を中心に、７月から３月の期間で実施をしています。 

 具体的には、レクリエーション活動や工作体験等を通じて参加者全員がひと

つの目標に向かい継続して取り組むことで仲間づくりだけでなく、地域の方と

の交流を深めたり、自分たちが住む地域の魅力を知るきっかけづくりにもつな

げています。 

  

 

 

 



令和５年度 高津市民館橘分館 

市民自主学級 実施要領 
１ 趣  旨 

この要領は、川崎市教育文化会館・市民館市民自主学級開設及び市民自主企画事業実施要綱に基づき、

高津市民館橘分館が市民自主学級を実施するために、必要な事項を定めるものとします。 

 

２ 学級の目的 

（１）地域や社会の課題などの解決に向けた市民の学習の場づくりを、市民と行政が協働して行い、市民の

みなさんが自主的に企画・運営するものとして、生涯学習・市民活動を推進し、地域づくりへの参画

を支援することを目的とします。 

（２）学級の実施にあたっては、広く市民に呼びかけて参加者を募るものとし、市民が担い手となって市民

同士の学び合いの場を創ることを通して、新しい公共性の確立及び自主的な市民学習グループ・団体

（以下「団体」という。）の力量形成を目指します。 

 

3 提案できる団体・個人 

個人については、高津区橘地区に在住・在勤・在学している方とします。団体については、高津区橘地

区内を主な活動場所とする団体とし、５人以上の会員があり、広く入会を受け入れ、民主的に運営されて

いる団体とします。 

 ただし、次に該当するものは対象外となります。 

（１）団体の活動目的が、営利を目的とするもの、特定の政党・政治団体・宗派・宗教団体の利害に係るも

の、公共の利益に反するもの。 

（２）川崎市社会教育委員会議規則（昭和５２年川崎市教育委員会規則第１号）別表の専門部会の欄に掲げる専

門部会（教育文化会館及び各市民館に限る。）（以下「専門部会」という。）の委員又は委員が所属して

いる団体。 

（３）川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号

に規定する暴力団員、同条第３号に規定する暴力団員等、同条第５号に規定する暴力団経営支配法人

等、又は同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者。 

（４）神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項、又は第２項に規定す

る行為をしている者。 

（５）下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が川崎市暴力団排除条例第

２条の各号にいずれかに該当及び同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認め

られる者であることを知りながら、当該者と契約を締結している者。 

（６）公序良俗に反する団体又は個人。 

 

４ 継続して提案できる条件 

提案は、単年度ですが、学級の継続を希望する場合は、改めて学級の提案をしてください。継続する事

業内容に発展性が見られると実施館が判断した場合に限り、概ね通算３年度まで実施することができます。 

また、実施館が次のいずれかに該当していると判断する場合は、３年度を超えて提案をすることができ

ますが、６年度を超えて提案することはできません。 

（１）これまでの学習成果を活かして、地域における新たな学習活動へ発展することが見込まれる。 

（２）これまでの学習成果を活かして、地域の課題解決に取り組む市民活動へ発展することが見込まれる。 



（３）これまでの学習成果に基づき、成果物（報告書など）をまとめ、地域に公表することが見込まれる。 

（４）災害等により、学級を開設できなかったと認められる。 

 

５ 学級の対象 

地域や社会の課題の解決に市民自ら取り組んでいくために必要な知識・情報や、市民同士の論議を深める

機会を継続的に学習し、今後の地域づくりへの参画についての力量を高めることをめざしたものとします。

また、市民同士の協働により、地域における暮らしの質を高め、社会参加を促進することを目的とした継続

的な学習も対象とします。 

ただし、次に該当するものは対象外となります。 

（１）提案した団体が地域において、すでに実施している学級。ただし学級の継続を希望する場合はこの限

りではない。 

（２）趣味、スポーツ、レクリエーション及び個人の利益に帰結するもの。 

（３）営利目的及び特定の個人や団体のみが利益を受けることを目的とするもの。単に会場の無料使用や広

報（個人や団体のＰＲなど）を目的としたもの。 

（４）政治活動及び宗教活動を目的とするもの。 

（５）施設等の建設や整備を目的としたもの。 

（６）国、地方公共団体、外郭団体から当該学級の委託・補助・助成を受けているもの。 

（７）公序良俗に反するもの。 

 

６ 学級の開設期間、内容など 

（１）学級の開設期間は、２０２３（令和５）年４月１日～２０２４（令和６）年３月３１日の単年度とし

ます。 

（２）学級の主催については、企画運営委員会等又は団体と川崎市教育委員会とします。 

（３）学習内容を検討する際には、「教育文化会館・市民館・分館 市民自主学級・市民自主企画事業 企 

画提案に向けてのポイント」に留意してください。 

（４）学級での学習は、募集した参加者が原則全ての回を受講する継続的な学習とします。回数は、おおむ 

ね１回２時間程度の学習を、短期学級では５回～９回、長期学級では１０回～１５回開催するものと 

します。開催間隔は、毎週・隔週などが考えられますが、継続性を高めるために最大１か月の間隔と 

します。 

（５）学級の開設に先立って、市政だより、市民館だより、チラシなどで学習計画を公表し、参加者を公募 

するものとします。その際の公募定員は原則２０人以上とし、申込受付は高津市民館橘分館で行いま 

す。学級参加者の対象は、高津区橘地区の在住・在勤・在学者を原則としますが、他区からの参加者 

も可とします。ただし、学習の趣旨に即して年齢、対象地域を限定することは可能です。 

（６）受講料については無料とします。ただし、受講者個人にかかわる教材費・保険料・保育料など受益者

負担となる費用については、受講者から徴収してください。教材費などを徴収した場合は、収支を精

算し、その執行状況を参加者と橘分館に報告する事が必要です。 

（７）開催場所は高津市民館橘分館又は高津区橘地区内の公共性のある施設等とします。 

（８）学習形態については、学級の趣旨に即して、講義形式だけでなく、話し合い・討論、グループワーク、 

ワークショップ、実地踏査、調査などを取り入れ、共同学習としての成果を高める工夫をするものと

します。また、異なった立場、考え方の人が対等に意見交換できるよう配慮が必要です。 

（９）講師・指導者・助言者などについては、専門家だけでなく、地域課題・生活課題についての当事者・ 

市民活動関係者に事例報告・話題提供などを依頼することも、市民同士の学びあい・交流を促進する 

上で重視したい点です。 



（10）学級の開設による成果物等については、川崎市に帰属します。 

 

７ 提案方法 

（１）提出書類  

団体の応募にあたっては、市民自主学級を提案する場合は市民自主学級企画提案書（第１号様式）

を提出するとともに、次の書類を提出してください。ただし、個人が応募する場合には企画提案書

及び個人に関する申出書（第４号様式）を提出します。 

 ア 団体の規約 

 イ 会員名簿 

 ウ 前年度の活動報告書・決算書 

 エ 今年度の活動計画書・予算書 

 オ 団体に関する申出書（第３号様式） 

（２）提出期間 ２０２３（令和４）年１月６日（金）から１月２０日（金）午後５時までです。 

郵送の場合は１月２０日必着とします。直接持参とメールについては１月２０日午後５時までです。 

（３）提出方法 直接持参かメール、郵送とします。（ＦＡＸは不可とします） 

「市民自主学級企画提案書（第１号様式）」を確認し、市民自主学級の趣旨及び実施要件を満たさ

ないと判断した場合は、その理由を明らかにし、受理しないことがあります。 

なお、ご提出前に、必ずご相談にお越しください。（説明会時の相談も含む）事前にご相談されず

にご提出いただいた場合は、提案要件を満たしていても受理しかねることがあります。 

（４）提出先 〒２１３－００２６ 川崎市高津区久末２０１２－１  

       メールアドレス 88tatisi@city.kawasaki.jp 

 

８ 学級の選考など 

（１）提案された企画提案書については、専門部会において川崎市審議会等の会議の公開に関する条例第５

条に基づき非公開により、選考を行います。 

（２）学級の選考にあたっては、予算、労力、施設の適正使用などを考慮し、実施可能な範囲で選考します。 

（３）提案内容が、市民自主学級以外の高津市民館橘分館事業で実施することが適当だと考えられる場合は、

高津市民館橘分館と応募された団体又は市民（個人）と協議の上、移行することがあります。 

（４）市民（個人）から提案された企画案が選考された場合は、改めて公募した企画運営委員と提案した市

民（個人）を含めた５人以上で企画運営委員会等を組織し、学習計画を協議した上で、学級を開設し

ます。 

（５）学級の計画・運営段階において不都合が生じたと高津市民館橘分館が判断した場合は、学級の開設を

取り消すことがあります。 

（６）予算に残額が生じた場合は、再募集をする場合があります。 

（７）事業は令和５年度予算の確定（川崎市議会の議決）をもって正式決定とします。 

 

９ 高津市民館橘分館の役割 

（１）経費については、川崎市の委託料とします。学習計画ができた段階で、川崎市契約規則（昭和３９年 

川崎市規則第２８号）により川崎市と企画運営委員会等又は団体との間で委託契約を交わし、学級の 

開設前に一括して支払うものとします。 

委託契約にあたっては、企画運営委員会等又は団体は、所定の書式による見積書・事業計画書（学 

習計画書）等を提出していただきます。 

（２）委託金額については、短期学級７５,０００円、長期学級１５０,０００円を上限とします。なお、保
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育の併設が必要と認められた学級については、短期学級２０,０００円、長期学級４０,０００円を限

度に保育謝礼分として加算します。 

（３）支出の費目については、講師等謝礼、保育謝礼、消耗品費、印刷費、通信費、会場使用料、物品借上 

げ料等とします。 

講師等謝礼の額は、川崎市教育委員会社会教育振興事業講師等謝礼標準単価表に準ずるものとします。 

また、受託した企画運営委員会等又は団体のメンバーに講師謝礼等を支払うことはできません。 

保育謝礼は、予算編成に応じて、委託料・参加者からの実費徴収のいずれかで支弁するか、又それ 

ぞれの合算とすることができます。ただし、委託料（加算された保育料を引いた金額）から支出でき 

る保育謝礼額は、上記委託料の２割を上限とします。 

（４）会場と広報の協力 

ア 会場を高津市民館橘分館とした場合、教育委員会主催事業として会場使用料は無料となります。 

イ 内容を確認し、チラシの公共機関などへの配布の手配、川崎市、高津市民館橘分館ホームペー 

ジへの掲載など。（チラシなど広報物を職員と一緒に作成することもできます） 

（５） 企画運営会議への参画 

よりよい学級を目指して、企画運営委員会等又は団体と市民館職員で構成される企画運営会議を開催し

ます。この会議では、企画運営委員会等又は団体と市民館双方が対等の立場で建設的な意見を交わし、

具体的な学級の企画や開設方法などを協議していきます。 

 

１０ 個人情報の取扱い  

学級の運営にあたり、知り得た個人情報は、次の点に留意し漏えいその他の事故を防止するため

に必要な措置を取り、適正な維持管理を行い、学級終了後速やかに破棄するものとします。 

ア 個人情報を目的以外に利用しないものとします。 

   イ 個人情報を主催者以外へ提供しないものとします。 

    ウ 個人情報を複製しないものとします。 

    エ 個人情報の受信及び送信並びに記録媒体の収受、送付及び管理・保管は高津市民館橘分館の保

有個人情報管理責任者が行うものとします。 

        オ 個人情報の漏えい、改ざん、滅失、き損等が発生した場合は速やかに高津市民館橘分館の保有

個人情報管理責任者に報告し、その指示に従うものとします。 

 

１１ 実績報告及び内容の公表  

学級終了後速やかに、関係書類（事業報告書、参加者名簿、出席簿、学級日誌等）を添えて、委

託業務完了届一式（委託業務完了届・収支報告書・実施報告書）を提出するものとします。また、

学級の公正性、透明性を高めるため、別途学習成果を高津市民館橘分館が主催する報告会等にて、

報告・公開するものとします。 

 

1２ その他、関係する要綱など  

この学級は、別途定める川崎市教育文化会館・市民館市民自主学級開設及び市民自主企画事業実

施要綱によるものとします。 



（２）これまでの学習成果を活かして、地域の課題解決に取り組む市民活動へ発展することが見込まれる。 

（３）これまでの学習成果に基づき、成果物（報告書など）をまとめ、地域に公表することが見込まれる。 

（４）災害等により、事業が実施できなかったと認められる。 

 

５ 事業の対象 

地域や社会の課題の解決に市民自ら取り組んでいくために必要な知識・情報や、市民同士の論議を深める

機会を提供するものとします。また、市民同士の協働により、地域における暮らしの質を高め、社会参加を

促進することを目的とした生活文化・技術に関する学習も対象とします。 

ただし、次に該当するものは対象外となります。 

（１）提案した団体が地域において、すでに実施している事業。ただし事業の継続を希望する場合はこの限

りではない。 

（２）趣味、スポーツ、レクリエーション及び個人の利益に帰結するもの。 

（３）営利目的及び特定の個人や団体のみが利益を受けることを目的とするもの。単に会場の無料使用や広

報（個人や団体のＰＲなど）を目的としたもの。 

（４）政治活動及び宗教活動を目的とするもの。 

（５）施設等の建設や整備を目的としたもの。 

（６）国、地方公共団体、外郭団体から当該事業の委託・補助・助成を受けているもの。 

（７）公序良俗に反するもの。 

 

６ 事業の実施期間、内容など 

（１）事業の実施期間は、２０２３（令和５）年４月１日～２０２４（令和６）年３月３１日の単年度とし

ます。 

（２）事業の主催については、企画運営委員会等または団体と川崎市教育委員会とします。 

（３）学習内容を検討する際には、「教育文化会館・市民館・分館 市民自主学級・市民自主企画事業 企

画提案に向けてのポイント」に留意してください。 

（４）事業での学習は、多文化共生事業をはじめ、文化・芸術鑑賞、世代間交流、地域の歴史に関する事業

など様々な分野が考えられます。回数などについては規定がありませんが、１回～５回程度が望まし

いと思われます。参加者も、回ごとに募集して差し支えありません。 

（５）事業の実施に先立って、市政だより、市民館だより、チラシなどで学習計画を公表し、参加者を公募

するものとします。その際の公募定員は原則２０人以上とし、申込受付は高津市民館橘分館で行いま

す。事業参加者の対象は、高津区橘地区の在住・在勤・在学者を原則としますが、他区からの参加者

も可とします。ただし、学習の趣旨に即して年齢、対象地域を限定することは可能です。 

（６）受講料については無料とします。ただし、受講者個人にかかわる教材費・保険料・保育料など受益者

負担となる費用については、受講者から徴収してください。教材費などを徴収した場合は、収支を精

算し、その執行状況を参加者と橘分館に報告する事が必要です。 

（７）実施場所は高津市民館橘分館又は高津区橘地区内の公共性のある施設等とします。 

（８）学習形態については、事業の趣旨に即して、単発の講演会をイベント形式で実施するだけでなく、交

流や発表会、展示会、シンポジウム、フォーラム、見学会など自由で多様な形態を取り入れられるも

のとします。そのような中でも､異なった立場、考え方の人が対等に意見交換できるような配慮が必

要です。 

（９）講師・指導者・助言者などについては、専門家だけでなく、地域課題・生活課題についての当事者・

市民活動関係者に事例報告・話題提供などを依頼することも、市民同士の学びあい・交流を促進する

上で重視したい点です。 



令和５年度 高津市民館橘分館 

市民自主企画事業 実施要領 
１ 趣  旨 

この要領は、川崎市教育文化会館・市民館市民自主学級開設及び市民自主企画事業実施要綱に基づき、

高津市民館橘分館が市民自主企画事業を実施するために、必要な事項を定めるものとします。 

 

２ 事業の目的 

（１）地域や社会の課題などの解決や地域の特性に応じた生涯学習・文化・芸術の振興や、様々な世代・立

場の市民の交流、市民活動のネットワーク化などに向けた多様な形態での学習事業を、市民と行政が

協働で事業を進める中から、実効性のあるパートナーシップのあり方についての相互理解を深め、今

後の地域づくりへの市民の参画力を高めることを目的とします。 

（２）事業の実施にあたっては、広く市民に呼びかけて参加者を募るものとし、市民が担い手となって市民

同士の学び合いの場を創ることを通して、新しい公共性の確立及び自主的な市民学習グループ・団体

（以下「団体」という。）の力量形成を目指します。 

 

3 提案できる団体・個人 

個人については、高津区橘地区に在住・在勤・在学している方とします。団体については、高津区橘地

区内を主な活動場所とする団体とし、５人以上の会員があり、広く入会を受け入れ、民主的に運営されて

いる団体とします。 

 ただし、次に該当するものは対象外となります。 

（１）団体の活動目的が、営利を目的とするもの、特定の政党・政治団体・宗派・宗教団体の利害に係るも

の、公共の利益に反するもの。 

（２）川崎市社会教育委員会議規則（昭和５２年川崎市教育委員会規則第１号）別表の専門部会の欄に掲げる専

門部会（教育文化会館及び各市民館に限る。）（以下「専門部会」という。）の委員又は委員が所属して

いる団体。 

（３）川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第２条第１号に規定する暴力団、同条第２号

に規定する暴力団員、同条第３号に規定する暴力団員等、同条第５号に規定する暴力団経営支配法人

等、または同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認められる者。 

（４）神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項、または第２項に規定

する行為をしている者。 

（５）下請契約または資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が川崎市暴力団排除条例

第２条の各号にいずれかに該当及び同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有すると認

められる者であることを知りながら、当該者と契約を締結している者。 

（６）公序良俗に反する団体または個人。 

 

４ 継続して提案できる条件 

提案は単年度ですが、事業の継続を希望する場合は、改めて事業の提案をしてください。継続する事業

内容に発展性が見られると実施館が判断した場合に限り、概ね通算３年度まで実施することができます。 

また、実施館が次のいずれかに該当していると判断する場合は、３年度を超えて提案をすることができ

ますが、６年度を超えて提案することはできません。 

（１）これまでの学習成果を活かして、地域における新たな学習活動へ発展することが見込まれる。 



（10）事業の実施による成果物等については、川崎市に帰属します。 

 

７ 提案方法 

（１）提出書類  

団体の応募にあたっては、市民自主企画事業を提案する場合は市民自主企画事業企画提案書（第２

号様式）を提出するとともに、次の書類を提出してください。ただし、個人が応募する場合には企

画提案書及び個人に関する申出書（第４号様式）を提出します。 

 ア 団体の規約 

 イ 会員名簿 

 ウ 前年度の活動報告書・決算書 

 エ 今年度の活動計画書・予算書 

 オ 団体に関する申出書（第３号様式） 

（２）提出期間 ２０２３（令和５）年１月６日（金）から１月２０日（金）午後５時までです。 

郵送の場合は１月２０日必着とします。直接持参とメールについては１月２０日午後５時までです。 

（３）提出方法 直接持参かメール、郵送とします。（ＦＡＸは不可とします） 

「市民自主企画事業企画提案書（第２号様式）」を確認し、市民自主企画事業の趣旨及び実施要件

を満たさないと判断した場合は、その理由を明らかにし、受理しないことがあります。 

なお、ご提出前に、必ずご相談にお越しください。（説明会時の相談も含む）事前にご相談されず

にご提出いただいた場合は、提案要件を満たしていても受理しかねることがあります。 

（４）提出先 〒２１３－００２６ 川崎市高津区久末２０１２－１ 

       メールアドレス 88tatisi@city.kawasaki.jp 

 

８ 事業の選考など 

（１）提案された企画提案書については、専門部会において川崎市審議会等の会議の公開に関する条例第５

条に基づき非公開により、選考を行います。 

（２）事業の選考にあたっては、予算、労力、施設の適正使用などを考慮し、実施可能な範囲で選考します。 

（３）提案内容が、市民自主企画事業以外の高津市民館橘分館事業で実施することが適当だと考えられる場

合は、高津市民館橘分館と応募された団体又は市民（個人）と協議の上、移行することがあります。 

（４）市民（個人）から提案された企画案が選考された場合は、改めて公募した企画運営委員と提案した市

民（個人）を含めた５人以上で企画運営委員会等を組織し、学習計画を協議した上で、事業を実施し

ます。 

（５）事業の計画・運営段階において不都合が生じたと高津市民館橘分館が判断した場合は、事業の実施を

取り消すことがあります。 

（６）予算に残額が生じた場合は、再募集をする場合があります。 

（７）事業は令和５年度予算の確定（川崎市議会の議決）をもって正式決定とします。 

 

９ 高津市民館橘分館の役割 

（１）経費については、川崎市の委託料とします。学習計画ができた段階で、川崎市契約規則（昭和３９年 

川崎市規則第２８号）により川崎市と企画運営委員会等又は団体との間で委託契約を交わし、事業の 

実施前に一括して支払うものとします。 

委託契約にあたっては、企画運営委員会等又は団体は、所定の書式による見積書・事業計画書（学 

習計画書）等を提出していただきます。 

（２）委託料以外の収入については、次のものも経費に充てることができます。 

mailto:88tatisi@city.kawasaki.jp


ア 参加団体・グループを募ってのイベント事業については、参加団体・グループからの適正な 

範囲での負担金。 

イ 民間からの助成金や賛助金、寄付金などで公共性を損なわない範囲のもの。 

（３）委託金額については、特に規定はありませんが、事業の趣旨を踏まえて適切に積算し提案するものと 

します。 

（４）支出の費目については、講師等謝礼、保育謝礼、消耗品費、印刷費、通信費、会場使用料、物品借上 

げ料等とします。 

講師等謝礼の額は、川崎市教育委員会社会教育振興事業講師等謝礼標準単価表に準ずるものとします。 

また、受託した企画運営委員会等又は団体のメンバーに講師謝礼等を支払うことはできません。 

保育謝礼は、予算編成に応じて、委託料・参加者からの実費徴収のいずれかで支弁するか、またそれぞれ 

の合算とすることができます。 

（５）会場と広報の協力 

ア 会場を高津市民館橘分館とした場合、教育委員会主催事業として会場使用料は無料となります。 

イ 内容を確認し、チラシの公共機関などへの配布の手配、川崎市、高津市民館橘分館ホームペー

ジへの掲載など。（チラシなど広報物を職員と一緒に作成することもできます） 

（６）企画運営会議への参画 

よりよい事業を目指して、企画運営委員会等又は団体と市民館職員で構成される企画運営会議を開催し

ます。この会議では、企画運営委員会等又は団体と市民館双方が対等の立場で建設的な意見を交わし、

具体的な事業の企画や実施方法などを協議していきます。 

 

１０ 個人情報の取扱い  

事業の運営にあたり、知り得た個人情報は、次の点に留意し漏えいその他の事故を防止するために

必要な措置を取り、適正な維持管理を行い、事業終了後速やかに破棄するものとします。 

ア 個人情報を目的以外に利用しないものとします。 

   イ 個人情報を主催者以外へ提供しないものとします。 

    ウ 個人情報を複製しないものとします。 

    エ 個人情報の受信及び送信並びに記録媒体の収受、送付及び管理・保管は高津市民館橘分館の保 

有個人情報管理責任者が行うものとします。 

        オ 個人情報の漏えい、改ざん、滅失、き損等が発生した場合は速やかに高津市民館橘分館の保有

個人情報管理責任者に報告し、その指示に従うものとします。 

 

１１ 実績報告及び内容の公表  

事業終了後速やかに、関係書類（事業報告書、参加者名簿、出席簿、学級日誌等）を添えて、委託

業務完了届一式（委託業務完了届・収支報告書・実施報告書）を提出するものとします。また、事

業の公正性、透明性を高めるため、別途学習成果を高津市民館橘分館が主催する報告会等にて、報

告・公開するものとします。 

 

1２ その他、関係する要綱など  

この事業は、別途定める川崎市教育文化会館・市民館市民自主学級開設及び市民自主企画事業実

施要綱によるものとします。 



市民自主学級企画提案書 

（第１号様式） 

市⺠⾃主学級企画提案書 提案年数  初めて  （   ）年⽬ 

館      名  提出⽇  年  ⽉  ⽇ 

学 級 名 
仮称で結構です。 

 

企 画 意 図 
なぜこの学級を提案し
ようと思われたかにつ
いて簡潔にご記入くだ
さい。 

 

取 り 上 げ る 課 題 
地域や社会の課題など
を箇条書きでご記入く
ださい。 

 

課 題 の 解 決 
課題の解決に向けて考
えていることをご記入
ください。 

 

公 益 的 な 事 業 
地域に求められている
と考える点や、実施す
ることで期待できる地
域への効果についてご
記入ください。 

 

発 展 性 
学級が終了した後、地
域などでの学びや成果
の広がりについてご記
入ください。 

 

実 施 館 と の 協 働 
協働で得られる効果や
実施館と企画を考えて
いく取り組み方につい
てご記入ください。 

 



市民自主学級企画提案書 

主 な 学 習 内 容 
①学習内容の大まかな
流れ 

②学習の進め方、学習
方法など 

③参加対象、会場 
④継続して提案する場
合は、過去の事業との
相違点や発展性につ
いてご記入ください。 

⑤開設時期及び時間帯
についてお考えのこ
とをご記入ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
⑤希望に○をつけてください。 

１ おおよその時期（ 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 ） 
２ 曜⽇（ ⽉   ⽕   ⽔   ⽊   ⾦   ⼟   ⽇ ） 
３ 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 
４ 特に希望なし 

希  望  学  級 
短期・長期のどちら

を希望していますか。 
 

保 育 の 併 設 

 短期学級(5 9 回)  
 

 ⻑期学級(10 15 回) 
 

 併設を考えている     併設はしない 

経      費 
おおよその内訳をご記
入ください。 

謝礼(講師等･保育謝礼)                     円 

消耗品費                       円 

印刷費                        円 

通信費                        円 

会場使⽤料                      円 

物品借上料                      円 

その他                        円 

 

合 計                        円 

提案する方・団体についてご記入ください。 
団 体 名 

個⼈で企画提案する場合は不要です。 

 

提
案
者･

団
体
代
表
者 

ふりがな  

氏   名  

住  所 
電話番号 

ＦＡＸ番号 
メールアドレス 

住所 〒   － 

 

ＴＥＬ          ＦＡＸ  

e-mail  

（消費税額及び地方消費税額を含む。） 



市民自主学級企画提案書 

これまでに、教育⽂化会館・各市⺠館・分館で実施された実績をすべてご記入ください。 
実施年度 市⺠⾃主学級・市⺠⾃主企画事業の別（事業名） 実 施 館 

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

※市⺠団体については次のものを添付してください。 
 団体規約（必ず）           会員名簿（必ず） 
 前年度活動報告書・決算書（書式⾃由）   今年度活動計画書・予算書（書式⾃由） 
 団体に関する申出書（第３号様式） 
※個⼈情報については、川崎市個⼈情報保護条例に基づき事業執⾏の⽬的に限って使⽤します。 
※提案が 4 年⽬以上の団体については、今年度の活動において下記のいずれかに該当する場合の
み提案出来ます。該当する番号に○をつけ、その具体的内容を下欄にご記入ください。 
１      学習成果 活   地域    新  学習活動 発展     ⾒込   。 
２      学習成果 活   地域 課題解決 取 組 市⺠活動 発展     ⾒込  

る。 
３      学習成果 成果物（報告書等）   公表  地域  活⽤ ⾒込   。 
４ 災害等    市⺠学級 開設      。 

内 
 

容 
 

※個⼈については次のものを添付してください。 
 個⼈に関する申出書（第４号様式） 
 



市民自主企画事業企画提案書 

（第２号様式） 

市⺠⾃主企画事業企画提案書 提案年数  初めて  （   ）年⽬ 

館      名  提出⽇  年  ⽉  ⽇ 

事 業 名 
仮称で結構です。 

 

企 画 意 図 
なぜこの事業を提案し
ようと思われたかにつ
いて簡潔にご記入くだ
さい。 

 

取 り 上 げ る 課 題 
地域や社会の課題など
を箇条書きでご記入く
ださい。 

 

課 題 の 解 決 
課題の解決に向けて考
えていることをご記入
ください。 

 

公 益 的 な 事 業 
地域に求められている
と考える点や、実施す
ることで期待できる地
域への効果についてご
記入ください。 

 

発 展 性 
事業が終了した後、地
域などでの学びや成果
の広がりについてご記
入ください。 

 

実 施 館 と の 協 働 
協働で得られる効果や
実施館と企画を考えて
いく取り組み方につい
てご記入ください。 

 



市民自主企画事業企画提案書 

主 な 事 業 内 容 
①学習内容 
②学習の進め方、学習
方法など 

③参加対象、会場 
④継続して提案する場
合は、過去の事業との
相違点や発展性につ
いてご記入ください。 

⑤開設時期及び時間帯
についてお考えのこ
とをご記入ください。 ⑤希望に○をつけてください。 

１ おおよその時期（ 春 ・ 夏 ・ 秋 ・ 冬 ） 
２ 曜⽇（ ⽉   ⽕   ⽔   ⽊   ⾦   ⼟   ⽇ ） 
３ 時間帯（ 午前 ・ 午後 ・ 夜間 ） 
４ 特に希望なし 

経      費 
おおよその内訳をご記
入ください。 

謝礼(講師等･保育謝礼･出演料など)               円 

消耗品費                       円 

印刷費                        円 

通信費                        円 

会場使⽤料                      円 

物品借上料                      円 

その他                        円 

 

合 計                        円 

提案する方・団体についてご記入ください。 
団 体 名 

個⼈で企画提案する場合は不要です。 

 

提
案
者･

団
体
代
表
者 

ふりがな  

氏   名  

住  所 
電話番号 

ＦＡＸ番号 
メールアドレス 

住所 〒   － 

 

ＴＥＬ          ＦＡＸ  

e-mail  
 

 

 

 

（消費税額及び地方消費税額を含む。） 



市民自主企画事業企画提案書 

これまでに、教育⽂化会館・各市⺠館・分館で実施された実績をすべてご記入ください。 
実施年度 市⺠⾃主学級・市⺠⾃主企画事業の別（事業名） 実 施 館 

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

年度  学級  事業（              ）  

※市⺠団体については次のものを添付してください。 
 団体規約（必ず）           会員名簿（必ず） 
 前年度活動報告書・決算書（書式⾃由）   今年度活動計画書・予算書（書式⾃由） 
 団体に関する申出書（第３号様式） 
※個⼈情報については、川崎市個⼈情報保護条例に基づき事業執⾏の⽬的に限って使⽤します。 
※提案が 4 年⽬以上の団体については、今年度の活動において下記のいずれかに該当する場合の
み提案出来ます。該当する番号に○をつけ、その具体的内容を下欄にご記入ください。 
１      学習成果 活   地域    新  学習活動 発展     ⾒込   。 
２      学習成果 活   地域 課題解決 取 組 市⺠活動 発展     ⾒込  

る。 
３      学習成果 成果物（報告書等）   公表  地域  活⽤ ⾒込   。 
４ 災害等    市⺠事業 実施できなかった。 

内 
 

容 
 

※個⼈については次のものを添付してください。 
 個⼈に関する申出書（第４号様式） 
 



（第３号様式） 

 

年  月  日 

（宛先）   館長  

 

申請者 

団体名 

住 所 

氏 名           ○印 

電 話 

 

団体に関する申出書 

 

次の要件を満たしていることを申し出ます。 

 

(１) 団体は、当該行政区内（分館は設置地区内）を主な活動場所とし、５人以上で構成さ

れ、広く入会を受け入れ、民主的に運営されていること。 

(２) 主たる活動目的が、営利を目的とするもの、特定の政党・政治団体、宗派・宗教団体

の利害に係わるもの、公共の利益に反するものではないこと。 

(３) 川崎市社会教育委員会議規則（昭和５２年川崎市教育委員会規則第１号）別表の専門

部会の欄に掲げる専門部会（教育文化会館及び各市民館に限る。）の委員又は委員が所属

している団体ではないこと。 

(４) 川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第２条第１号に規定する暴力

団、同条第２号に規定する暴力団員、同条第３号に規定する暴力団員等、同条第５号に規

定する暴力団経営支配法人等又は同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有

すると認められる者でないこと。 

(５) 神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項又は第

２項に規定する行為をしている者でないこと。 

(６) 下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が川崎市暴

力団排除条例第２条の各号のいずれかに該当及び同条例第７条に規定する暴力団員等と

密接な関係を有すると認められる者であることを知りながら、当該者と契約を締結してい

る者でないこと。 

(７) 公序良俗に反しない団体であること。 

 
 



（第４号様式） 

 

年  月  日 

（宛先）  館長  

 

申請者 

住 所 

氏 名           ○印 

電 話 

 

個人に関する申出書 

 

次の要件を満たしていることを申し出ます。 

 

(１) 当該行政区（分館は設置地区）に在住・在勤・在学している者であること。 

(２) 川崎市社会教育委員会議規則（昭和５２年川崎市教育委員会規則第１号）別表の専門

部会の欄に掲げる専門部会（教育文化会館及び各市民館に限る。）の委員ではないこと。 

(３) 川崎市暴力団排除条例（平成２４年川崎市条例第５号）第２条第１号に規定する暴力

団、同条第２号に規定する暴力団員、同条第３号に規定する暴力団員等、同条第５号に規

定する暴力団経営支配法人等又は同条例第７条に規定する暴力団員等と密接な関係を有

すると認められる者でないこと。 

(４) 神奈川県暴力団排除条例（平成２２年神奈川県条例第７５号）第２３条第１項又は第

２項に規定する行為をしている者でないこと。 

(５) 下請契約又は資材、原材料の購入契約その他の契約に当たり、その相手方が川崎市暴

力団排除条例第２条の各号のいずれかに該当及び同条例第７条に規定する暴力団員等と

密接な関係を有すると認められる者であることを知りながら、当該者と契約を締結してい

る者でないこと。 

 
 



教育文化会館・市民館・分館 市民自主学級・市民自主企画事業 

～ 企画提案に向けてのポイント ～ 

この表は、企画段階から押さえておきたいポイントをまとめたものです。 

このポイントをもとに企画を考え、企画提案会で説明するとわかりやすいと思います。 

 ポイント 説 明 

 

 

１ 

「課題」の解決 

市民自主学級・市民自主企画事

業は、地域や社会の課題につい

て、その解決に向けた学習を行う

ものです。 

 

○今、地域や社会のどのような課題の解決に向けて、

どのような学習が必要なのかを考えて企画しましょ

う。 

※個人的な趣味やスポーツ・レクリエーションを 

目的とした事業は原則として対象になりません。 

 

 

 

２ 

 

公益的な事業 

市民自主学級・市民自主企画事

業は教育文化会館・市民館・分館

が市民と協働で実施する公的な社

会教育事業です。 

○公の事業として、市の予算や公的な施設などを使っ

て行いますので、多くの市民が学ぶことを望んでい

る企画や学習の成果が広く地域へ拡がることが期待

できる企画を考えましょう。 

※提案グループへの助成や活動補助を目的とした 

事業ではありませんので、日常活動や内部研修、 

会員募集などの企画は対象になりません。 

 

 

３ 

 

地域づくりへの発展 

市民自主学級・市民自主企画事

業は、生涯学習・市民活動を推進

し、地域づくりへの参画を支援す

るものです。 

○学びの成果が個人にとどまらないように、参加者同

士や関係する人々が出会い、交流し、話し合うこと

ができるように工夫しましょう。 

○事業終了後に、地域における市民の学びの場づくり

やボランティア等の市民活動などの社会参加につな

がるように工夫しましょう。 

 

 

 

４ 

 

市民と市民館の協働 

市民自主学級・市民自主企画事

業は、市民と市民館が協力して企

画・運営していくことにより市民

の参画力を高め、新しい公共性の

確立を目指しています。 

○市民館と協働で事業を行うことにより、提案グルー

プがこれまでの活動で培ってきた経験やノウハウを活

かし、学習の成果をより高めるように工夫しましょ

う。 

○市民館と提案グループが協力し合って、事業を企画

し、運営することそのものが学びの場となるように取

り組みましょう。 

※個人提案は、実施が決定したら企画運営委員を公募

して市民館と協働で実施していきます。 

 

 

５ 

 

地域を活かす 

市民自主学級・市民自主企画事

業は、地域の特性に応じた魅力的

な事業の実施を目指しています。 

○地域には様々な知識、技能、経験を持った方々がた

くさん活躍しています。また自然や歴史、伝統芸能な

ど、地域には大切な資源が多くあります。地域の特性

や特色を活かして、その地域にふさわしい魅力的な事

業を企画しましょう。 

 

 

6 

 

 

予算の適正性 

市民自主学級・市民自主企画事

業は、適正な予算で効果的な事業

の実施を目指しています。 

○講師謝礼、紙や文房具、切手代など、事業実施に必

要となるものを適正に積算しましょう。 

○事業で作成したものを個人が持ち帰る場合の材料費

や、個人に対して掛ける保険料等の費用については

受益者負担とします。 

 



令和４・５年度高津市民館専門部会 調査審議事項（案） 
 

審議案１：「市民が主人公！」の考えのもと、市民が求める講座について市民アンケート

を取り、今後の事業の企画運営及び広報に反映させる。 
    （内容）別紙１参照 

 川崎市教育文化会館・市民館・分館共通アンケートの下段に高津市民館独自の

質問事項（２項目程度）を追記して、各種事業参加者に回答協力を求める。 
 
 
 
審議案２：感染症予防のため控えてきた市民活動の再開のきっかけになるような、高津区

の魅力を改めて発信する事業を実施する。 
     本事業においても上記アンケート追加項目についてのアンケートを実施し、普

段市民館の事業に参加しない市民からの意見集約も行う。 
    （内容）コンサート、講演会、落語など 
     ※予算や会場等の調整が必要 

資料６ 



別紙１      

令和●年度 ●●市民館 シニアの社会参加支援事業 アンケート 

 

このたびは、●●市民館 シニアの社会参加支援事業にご参加いただき、誠にありがとうござい

ました。今後の講座企画・運営の参考とさせていただくため、参加者のみなさまにアンケートをお

願いしております。 

 なお、このアンケートは統計的に処理し、市民館の業務改善・向上のために使用させていただき

ます。あなたご自身のお考えが第三者に知られることはございませんので、みなさまの率直なご感

想・ご意見をお寄せください。お手数ですが、宜しくお願い申し上げます。 

 

該当するものを○で囲ってください。 

Ｆ１）あなたの性別を教えてください。 

1．男性    2．女性    3.（     ）    4．回答しない 

Ｆ２）あなたの年齢（年代）を教えてください。 

    10 代  20 代  30 代  40 代  50 代 60 代 70 代 ８0 代 ９0 代以上 

Ｆ３）あなたが現在お住まいの区はどちらですか。 

    川崎区  幸区  中原区  高津区  宮前区  多摩区  麻生区  その他（    ） 

Ｆ４）就労などの状況について主なものおひとつお選びください。 

１．自営業・家族従業 ２．育児休業中  ３．勤め人（フルタイム）  ４．パート／アルバイト

５．専業主婦・主夫  6．学生  7．無職 

８．その他（具体的に：                          ） 

Ｆ５）今回のご受講前に、当館の講座に参加されたことはありますか。ある方は回数をお選びください 

１．今回はじめて参加した  ２．１～４回   ３．５～９回  ４．10 回以上 

 

今回ご参加いただいた講座についてお尋ねします。 

問１）今回の講座をどちらでお知りになりましたか。（○は主たるものを１つだけ） 

１．講座のチラシ（場所：        ） ２．市政だより 

３．ホームページ（具体的に：      ） ４．教文だより 又は 市民館だより 

５．新聞（具体的に：          ） ６．地域の情報誌（具体的に：       ） 

７．講師の紹介 ８．友人・知人の紹介 

９．その他（具体的に：          ）  

 

問２）今回ご参加いただいた講座で、良かった点、改善すべき点など、お気づきになられたことについて、

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１      

 

 

問３）講座に参加された感想をお聞かせください。あてはまるものを一つ選び、〇で囲ってください。 

① 

今回の講座にどの程度満足されましたか 

１．とても満足 

２．満足 

３．やや不満 

４．不満 

② 

講座に参加して、新たな気付きはありましたか 

 

１．あった 

２．なかった 

③ 

講座に参加して、新たな知り合いができましたか 

 

１．できた 

２．できなかった 

④ 

講座に参加して、以前よりも地域のことが分かりましたか 

１．分かった 

２．まあ分かった 

３．あまり変わらない 

４．変わらない 

⑤ 

講座で紹介された地域団体や地域活動に興味を持たれまし

たか。また、参加についてどう思われますか 

１．興味を持ち、すでに参加してみた 

２．興味を持ち、今後参加してみたい 

３．興味を持った 

４．興味を持たなかった 

⑥ 

地域の課題を認識したり、問題意識を持ちましたか 

１．認識し、問題意識を持った 

２．認識した 

３．今回の講座では認識できなかった 

⑦ 

講座に参加して、今後、やりたいことが見つかりましたか 

１．見つかった 

２．見つからない 

 

問４）講座内容は、受講前に期待していた内容と一致していましたか。（○は１つだけ） 

１．期待した内容と一致していた  ２．ほぼ期待した内容と一致していた  ３．どちらともいえない 

４．やや期待した内容とは違った  ５．全く期待した内容とは違った 

 

問５）次のなかで、今後あればよいと思う情報はありますか。（○はいくつでも） 

１．今回の学習内容を深められるセミナーやイベントの情報  

２．市民活動やボランティアに関する情報 

３．サークルに関する情報 

４．当館の他の講座や事業に関する情報 

５．当館の事業の企画委員に関する情報 

６．自分たちで活動したり、講座等を企画する際に役立つ情報 

７．その他（                                   ） 

ご協力ありがとうございました。 
専門部会で追記する設問（案） 

問１） 興味のあるイベントや講座を探す時、何を利用しますか（例：市民館 HP 具体的に記入して

ください） 

 

 

 

 

問２）あなたが参加したいと思うイベントや講座について具体的に御記入ください。 

   


